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４．主要面談記録

1 

 
 
Tourism Association of FBiH and Tourism Association of BiH 
概 要 
日時:  10 月 14 日（金）10:00 – 11:00 
場所:  Tourism Association of FBiH 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎、下村 Dr. Šemsudin Džeko, President 

Ms. Lejla Brčkalija 
 

 Tourism Association of BiH 
 2003 年に設立され、両 Entity の調整機関として、BiH 全体にかかわるプロモーシ

ョンなどを行っている。 
 BiH と RS の観光協会それぞれがスタッフを出している。 
 現在、Dr. Džeko が FBiH 観光協会と BiH 観光協会の President を兼任。 

 Tourism Association of FBiH 
 民間セクターの代表としての NGO 組織（RS National Tourist Organization は行

政機関の一部）。 
 スタッフは 20 名、Canton Tourism Board を含めると 150 名程度。 
 主な活動はプロモーション、民間セクターに対する教育/研修、法制度/計画の調整の

3 つ。現行の法制度は問題なく、今のままで良い。 
 財源は Accommodation Tax と Membership Fee の 2 つ。20%が FBiH Tourism 

Association、80%が Canton Tourism Board の予算になる。 
1. Accommodation Tax：大臣によって決定される。地域によって異なり、

Sarajevo と Mostar は 2KM/泊。 
2. Membership Fee：利益の 5%を徴収（2008 年以前は 10%）。 

 “Tourism Strategy on the Federation of Bosnia and Herzegovina for the period 
2008-2018” 
 議会の承認を得ておらず、公式文書ではない。 
 計画の内容自体が不十分で新しい事が盛り込まれておらず、3 度議会に提出された

がいずれも承認されなかった。 
 Sarajevo Canton では、官と民で定期的に会合（Tourist Management Board）が開かれ

ている。 
 
JICA Sarajevo Office 
概 要 
日時:  10 月 14 日（金）11:30 － 13:00 
場所:  JICA Sarajevo Office 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎、下村 Ms. Kazumi Homma, Project Formulation Adviser 

Ms. Nina Bejtic, Technical Coordinator
 

 調査スケジュール、車両と通訳のアレンジの確認。 
 EU：Inception Report が作成されていると思うので、訪問した際に確認してはどうか。

 REDAH：6 月に訪問している。JICA との連携に強い関心を示している。 
 Oxfam Italia：ワイン、チーズなどに力を入れている。 
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 UNDP：訪問時に新規プロジェクトのプロポーザルの確認要。Green Vision と一緒にや

りたがっている。 
 中国：従来は民間に対する経済協力として道路と電力が主であったが、近年パソコンを

供与しており、今回、中国の外務副大臣より観光について初めて言及があった（「今後

は貿易や文化、特に観光産業における協力関係の拡大が必要」）。 
 
Oxfam Italia 
概 要 
日時:  10 月 14 日（金）15:00 － 16:00 
場所:  Oxfam Italia 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎、下村 Ms. Silvana Grispino, Project Coordinator 

 
 重点分野は Rural Tourism と Cultural Tourism の 2 つで、対象は community 

level/local level。 
 Oxfam Italia のオフィスは Sarajevo と Mostar にあり、スタッフはそれぞれ 14 名と 10

名。 
 今後の対象地域は Herzegovina と Drina 地域。 
 現在実施中のプロジェクトの多くが 2012 年に終了予定であり、プロジェクト期間が短す

ぎる。資金を得られたら、新しいプロジェクトを開始するよりも、現在実施しているプ

ロジェクトを継続させたい。 
 Herzegovina の観光資源（一部） 
 Nevesinje：湖と山があり、ハイキング、チーズなど 
 Gacko：湖と山があるが、すぐ近くに発電所があり 
 Trebinje：ワイン、チーズ、蜂蜜など 
 Stolac：魅力的な自然と文化 
 Rivno：チーズ 
 Konjic：ラフティング、ハイキング 

 JICA との連携には関心あり。 
 
Nevesinje Country Lodging, STK Blagaj, Eco Farm  
概 要 
日時:  10 月 16 日（日）10:00 － 16:00 
場所:  Nevesinje, Blagaj, Eco Farm の３カ所 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎 Mr. Radenko Kovac, Nevesinje Country Lodging 

Mr. Emir Askraba, STK Blagaj 代表 
Mr. Esad Kolicic, Eco Farm 代表 

 
◆10:00～：ネベシニエ農家民宿 
 セルビアの音楽学校の修学旅行、工事関係グループの長期滞在（インターネットを見

て）、結婚式参加者の滞在などでうまくいっている。 
 海外からは、イタリアからのハンターがリピーターとして来る。 
 郷土料理を売り物にしており、宿泊の魅力となっている（カイマック（乳製品）、ジャ

ム、揚げパンなど） 
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 今後は、ハイキングやサイクリングを売り出した。 
 今のところ行政からの支援はなく、銀行融資も難しいため改築に踏み切れない民宿もあ

る。 
 訪問した民宿では、ビジネスが好調でキッチン・トイレ改修、セントラルヒーティング

設備化を最近行った。 
◆12:00～：STK ブラガイ 
 現在 35 名の会員がおり、ボート、カヌー、ラフティングなどの事業で収入を確保して

いる。 
 村内のボランティアを募っての河川清掃活動も行っている。 
 また英語講座も独自に行っている。 
 Sarajevo から学校グループを招き、川遊び、スポーツ、カヌーなどを楽しむプログラ

ムを民宿組合と共同で行っている。 
 2014 年の国際フライフィッシング大会にエントリーしている。 
 河川の環境には関心が高く、地元小学校では環境教育がある。 
◆15:00～：エコファーム 
 昨年は地域特有の家畜・犬を飼育する牧場として小学校の遠足先に利用された。団体受

入時にトイレのないのが問題である。 
 また、本ファームの運営費を稼いでいた牛乳の集荷・元卸、野菜類の価格が低迷し、運

営費がまかなうことが難しくなっている。現在は家族で支えている。 
 今後は、アグロツーリズムの会社などとコンタクトして関係を深めたい。 
 
Workshop in Mostar 
概 要 
日時:  10 月 17 日（月）10:30 － 13:00 
場所:  City of Mostar 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎、下村 下記に記載 

 
参加者 
 Sanela Demirovic, Senior Associate for International Relations, City of Mostar 
 Danijela Jarak, Officer for Promotion and Information, Mostar Branch, Tourism 

Board of Herzegovina-Neretva Canton  
 Emir Askraba, Adviser for Eco-tourism Development, STK Blagaj (NGO)  
 Dragan Bradvica, Head, Capljina Branch, Tourism Board of Herzegovina Neretva 

Canton 
 Baljic Asja, Sales Manager, Hotel Bristol 
 Ramiz Basic, Senior Associate, Tourism Board of Herzegovina-Neretva Canton 
 Ana Soldo, Manager, Public Institution “Vjetrenica” 
 
観光セクターの関係者 
 観光行政 
 Entity：Federal Ministry of Environment and Tourism 
 Canton：Canton Ministry of Environment and Tourism 
 City/Municipality：City of Mostar、他 8 Municipalities 
 City of Mostar には観光分野を担当する Department for Economy があるが、他の

Municipality では一般的に観光分野を担当する部はなく、経済部などのスタッフが

対応している。 
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 Tourist Board 
 NPO として Public Sector になる。 
 9 つ の 市 に 対 し て 6 つ の Tourist Board が あ る が 、 Tourist Board 

Herzegovina-Neretva Canton の支部であって 1 つの組織。 
1. Čapljina、Stolac 
2. Mostar 
3. Neum、Ravno 
4. Čitluk 
5. Konjic 
6. Prozor 

 Dubrovnik Tourism Associationと連携した活動は行っており、特にMostar支部が

良好な関係を構築している。 
 Fair への参加など、プロモーションに関して民間セクターと連携している。 
 半期報告書と年間報告書を Federal Ministry of Environment and Tourism に提出

している。 
 STK Blagaj（NGO）は、Tourism Board of Herzegovina Neretva Canton と連携して観

光フェアに参加している。また、小学校に協力してもらい、子ども達に街の清掃活動に

取り組んでもらっている。それを通じて、大人も含めて地域住民の環境保全に対する意

識の向上を図っている（先行プロジェクトで実施していた活動）。 
 組織間の連携 
 Municipality/City 間の定期的な会合等はないが、プロジェクト・ベースで必要に応

じて協力している。 
 Municipality/City と Tourist Board も定期的な会合等はないが、イベントの開催な

ど、個別の活動では協力して活動している。 
 法制度・体制上、Municipality/City はリーダーとして役割を発揮するのは難しい。

また、クロスボーダーのプロジェクトに対してキャパシティが十分でない。 
 
Herzegovina-Neretva Canton の主な観光資源・イベント 
 
Mostar  Mostar Bridge 

 Source of Buna River 
(Tekija) 

 Historical Heritage 
 Stephan Castle in Blagaj 

Stolac  Archeological Site 
“Daorson” 

 Necropolis “Radimlje” 
 Cave “Badanj” 

Jablanica  Blidimje Ski Resort
 Museum of Revolutio IIww

Konj c  Rafting
 Wood Carving 

Čapljina  Pociteli 
 Mogorjelo Roman 

Archeological 
 Kan Safari Trebizat River 

Neum  Saint Site – Mother Mary 
 Beach Resort 
 Agro Tourism 

Čitluk  Medugorie 
 Vine Trail 
 Grape Picking Festival 

Ravno  Vjetrenica Cave 
 Ivanjica Tourist 

Resort/Ledenica Tourist 
Zone (potential tourism 
resource) 

 Historical Heritage (5 
churches and monasteries)

Prozor  Franciscan Monastery 
“Scit” 

 Ramsko Lake (Fishing) 

 
今後の観光振興に向けた課題 
 Beautification 
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 Collection of entrance charge into an old town and heritage
 Route/trail development 
 Strengthening of information service 
 Strengthening of coordination among organizations 
 Tourist infrastructure development (toilet etc.) 
 Strengthening of linkage/transport network between cities 
 Package development of tourism product 
 Strengthening of marketing and promotion 
 
Workshop in Trebinje 
概 要 
日時:  10 月 18 日（火）11:00 － 13:30 
場所:  Trebinje Municipality 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎、下村 下記に記載 

 
参加者 
 Kraljevic Zeljka, Head of the Economy Department, Trebinje Municpality 
 Misita Stojanka, Manager of the Economy Department, Trebinje Municipality 
 Robovic Ljiljana, Senior Associate for Economic Development, Trebinje 

Municipality 
 Vico Zarko, Expert Associate, Tourism Organization Trebinje Municipality 
 Natasa Mitric, Senior Associate for Economy, Statistics and Tourism, Bileca 

Municipality  
 Bajovic Nikola, Acting Director, Tourism Organization Bileca Municipality 
 Sanja Bumbic, Senior Associate, Tourism Organization Gacko 
 Sladana Pusara, Acting Director, Hotel Leotar Trebinje 
 Predrag Turnic, Director, Friend Travel (Travel Agency) 
 Nebojsa Ratkovic, Squad Head, Scout Squad Trebinje 
 Radovanovic Velibor, Executive Director, Eco Velez 
 
観光セクターの関係者 
 Tourist Organization 
 Municipalityの下部組織としての位置づけであり、予算もMunicipalityから来てい

る。 
 7 つの Municipality のうち 3 つの Municipality が持っており（Trebinje、Bileča、

Gacko）、プロジェクト・ベースで連携して活動している。 
 Regional レベル（Federation of Municipalities of East Herzegovina）に Tourist 

Organization はない。 
 地域レベルの調整機関として Federation of Municipalities of East Herzegovina がある

が、スタッフは 1 名しかいない。 
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Federation of Municipalities of East Herzegovina（Trebinje Area）の主な観光資

源・イベント 
 
Trebinje  Religious 

Tourism/Monasteries 
 Historical Heritages (Old 

Town, Bridge, Churce, etc.)
 Vine Production for 

Tourists 

Nevesinje  Mountains 
 Lake 
 Historical Heritage 

Bileča  Bileča Lake (Fishing) 
 Religious 

Tourism/Monasteries 
 Mountains (Hiking) 

Berkoviči  Honey Production 
 Hunting and Watching 

Birds 
 Herb 

Gacko  Krinje Lake and Mountain
 Hunting 
 Medieval Historical 

Heritage 

Ljubinje  Hunting 

Istočni 

Mostar 

 Country Lodging 
(potential) 

 Agro Tourism (potential) 

 
 East Herzegovina 地域では Trebinje が観光の中心。Gacko と Bileča は宿泊施設が不足

している。 
 Trebinje は Dubrovnik に近く、ホテルなど Dubrovnik より安価なのが強み。 
 Trebinje Municipality の重点分野は観光セクターと農業セクターの 2 つ。 
 
今後の観光振興に向けた課題 
 Linkage strengthening among potential areas 
 Marketing and promotion improvement (participation in international fairs) 
 Enhancement of information service 
 Accommodation infrastructural improvement 
 Securing of financial resources 
 Package tourism product development 
 Changing from transit tourism to stay-type tourism 
 Regional cooperation including countries (Entity-level organization can/should tackle 

with as local-level organizations are week for expected impact.) 
 
Trebinje Municipality 
概 要 
日時:  10 月 18 日（火）13:30 － 14:00 
場所:  Municipality of Trebinje 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
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川崎、下村 Ms. Željka Kraljevič, Head of Economy and Social Activities 
Department 
Ms. Stojanka Misita, Head of Economy Sector, Economy 
and Social Activities Department 
Ms. Ljiljana Robovič, Associate, Economy Sector, Economy 
and Social Activities Department 

 
 最後の国勢調査は紛争前なので、人口データは推計値になっている。Economic 

Department がデータを持っているが、“Development Strategies of Municipality 
Trebinje 2009 – 2017”に記載されている。 

 Trebinje Municipality の観光開発計画・戦略はないが、“Development Strategies of 
Municipality Trebinje 2009 – 2017”で観光に触れられている。ただし、詳細な計画には

なっていない。 
 地域レベル（Federation of East Herzegovina）の観光開発計画・戦略はない。 
 Entity レベルの計画はあると思うが、詳細は不明。Draft の段階かもしれない。 
 Economy and Social Activities Department のスタッフは 14 名。 
 次の市長選挙は 2012 年 10 月で、他の Municipality も同じ。 
 
EU Project 
概 要 
日時:  10 月 19 日（水）10:00 － 11:00 
場所:  EU Project Office 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 
本 間 （ JICA Sarajevo 
Office） 

Ms. Mary McKeon, Team Leader,  
Technical Assistance to Support Tourism Industry 

 
 Inception Report のコピーは現時点で渡せない。EU の承認が必要。 
 2 つのエンティティを繋ぐ State レベルの 1 つの Strategy を作ろうとしたが、観光は

Entity レベルで対応すると言う事で受け入れてもらえなかった。そのため、Strategy で

はなく Framework を作る事になった。 
 Tourist Board は FBiH に 10、Tourist Association は RS に 31 ある。 
 Foreign Investment Promotion Agency（FIPA）と Foreign Trade Chamber/BiH Expert 

Promotion Agency（FTC/BHEPA）によって、国際観光フェアへの参加など、State レ

ベルの観光プロモーション・マーケティングに対応する機関を整備する計画がある。 
 Tourism Association of BiH は State レベルとしての役割を果たせておらず、観光フェ

アに参加しても各エンティティの事に偏ってしまっている。 
 プロジェクト（Technical Assistance to Support Tourism Industry）の対象地域は BiH

全体であり、重点地域などはない。 
 Tourism Strategy 
 RS：4 週間前に承認された。 
 FBiH：ない 
 Brčko District：ない 

 
Federal Ministry of Transport and Communications 
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概 要 
日時:  10 月 19 日（水）14:00 － 15:00 
場所:  Federal Ministry of Transport and Communications 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 Mr. Zaim Hečo, Assistant Minister 

 
 Corridor Vc の他で計画中の主なプロジェクトは 2 つ。 
 Southern Bypass of Mostar 
 区間は Široki Brijeg – Mostar – Nevesine。 
 土地所有権の問題などで 2 年前の状況から進展なし。  

 Construction of Main Road: Stolac – Neum 
 全長 55km のうち 12km は設計も完了し、建設中。 
 予算の問題もあり、完成時期について言及するのは難しい。 

 Mostar 空港の拡張・改修計画などは現時点でない。 
 
Ministry of Foreign Trade and Economic Relations and  
Ministry of Foreign Affairs 
概 要 
日時:  10 月 20 日（木）10:00 － 11:00 
場所:  Ministry of Foreign Trade and Economic Relations 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
宮原、川崎、下村 
本 間 （ JICA Sarajevo 
Office） 

Ministry of Foreign Trade and Economic Relations  
Mr. Reuf Hadžibegić, Assistant Minister 
Ms. Brankica Pandurević, Head of Tourism Department 
Ms. Nada Mlinar, Expert Associate for International 
Cooperation Environmental Protection Department 
Ministry of Foreign Affairs 
Mr. Šefik Fadžan, Mister-counselor, Head Department for 
Multilateral Economic Relations and Reconstruction 

 
 EU のプロジェクトとの連携が必要で、特に Promotion＆Marketing が重要。 
 その他、Oxfam Italia も Herzegovina 地域で活動している。 
 
Federal Ministry of Environment and Tourism 
概 要 
日時:  10 月 20 日（木）14:00 － 15:30 
場所:  Federal Ministry of Environment and Tourism 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
宮原、川崎、下村 
本 間 （ JICA Sarajevo 
Office） 

Mr. Nedeljko Babič, Assistant Minister 
Mr. Mirza Salihovič, Minister Adviser 

 
 “Tourism Strategy on the Federation of Bosnia and Herzegovina for the period 

2008-2018” 
 Structure 自体は問題なく、Attachment での Tourist Community の部分で問題があ
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って議会に承認されていない。 
 次の Parliament に再度提出する予定（時期は未定）。 

 City of Mostar が他の市・地域との間の調整機関になり得るか、十分なキャパシティが

あるかどうかについて、言及するのは難しい。 
 
 
 
 
 
REDAH 
概 要 
日時:  10 月 21 日（金）9:30 － 11:00 
場所:  REDAH 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
宮原、川崎、下村 
本 間 （ JICA Sarajevo 
Office） 

Mr. Ivan Jurilj, Director 

 
 REDAH は 2004 年に設立され、現在はフルタイムのスタッフ 13 名、他外部のアソシエ

イト（弁護士、会計士など）で活動している。 
 REDAH の対象分野は観光セクターと農業セクターで、BiH 経済のそれぞれ 15％と 2％

を占めている。 
 GIZ、SIDA、USAID などとも連携して活動している。 
 各市長をメンバーとする Regional Development Board を中心として 5 つの Board があ

る。そのうちの 1 つが Tourism Development Board であり、メンバーは 10 名（旅行代

理店、レストラン、ホテル、NGO、大学関係者など）。 
 観光セクターでの活動目的は下記の 3 つ 
 Contribute to the Development of Herzegovina as tourism region through 

integration of cultural/historical and natural heritage into tourism offer 
 Improve tourism offer in Herzegovina 
 Market and brand Herzegovina and products from Herzegovina 

 
City of Mostar 
概 要 
日時:  10 月 21 日（金）11:00 － 12:00 
場所:  City of Mostar 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
宮原、川崎、下村 Ms. Amela Sjekirica, Business Service Center 

 
 Business Center は 2007 年に設置され、現在のスタッフは 3 名。 
 Department of Economy, Communal Affairs and Inspectionの他の 3つの部署のスタッ

フは、それぞれ 5 名程度。観光を担当しているスタッフは 1 名だけ。 
 REDAH には市から会員費を支払っている。 
 市の開発戦略中は現在作成中だが、2 年前から作業していて完成がいつになるかは不明。
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市の観光戦略・計画はない。 
 次の市長選挙は 2012 年 10 月。 
 Spain の協力で実施したプロジェクトでプロモーションの強化とトイレの整備を行っ

た。プロモーションでの活動内容は、Website 整備、DVD 作成、International Fair へ

の参加。プロジェクトは既に終了している。 
 
 
 
 
 
 
Trebinje Municipality 
概 要 
日時:  10 月 21 日（金）14:30 － 15:30 
場所:  Trebinje Municipality 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
宮原、川崎、下村 Mayor 

Ms. Željka Kraljevič, Head of Economy and Social 
Activities Department 

 
 内戦後、クロアチアの Dubrovnik とは政治的関係が構築されてこなかったが、今後関係

を改善して行けると良い。モンテネグロとは良好な関係が構築されている。 
 Federation of Municipalities of East Herzegovina は各市長が持ち回りで担当している

機関であり、プロジェクトの C/P には成りづらいのではないか。 
 この地域で Trebinje が最も大きな市であり、Trebinje が中心となって調整の役割を果た

していく事は可能。（次の JICA ミッションの際に、各市長を集めて合意を得てはどう

か。Trebinje 市がアレンジ可能。） 
 Trebinje 市のスタッフは 166 名。JICA のプロジェクトが実施されれば、Economy and 

Social Activities Department のスタッフ 14 名全員が協力する事が出来る。 
 Tourist Organization のスタッフは 3 名（フルタイム）、予算は年間 90,000KM 程度で

あり、給与とオフィスの運営費に充てられている。その他、プロジェクト・ベースで市

の予算を回す事ができ、スタッフも追加で雇用する事が可能。 
 
RS Ministry of Physical Planning, Civil Engineering, and 
Ecology 
概 要 
日時:  10 月 24 日（月）10:00 － 11:30 
場所:  RS Ministry of Physical Planning, Civil Engineering, and Ecology 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
宮原、川崎、下村 Mr. Ozren Laganin 

 
 重複する部分については、Ministry of Trade and Tourism と連携している。観光は主

に同 Ministry の担当だが、国立公園の管理などは Ministry of Physical Planning, Civil 
Engineering, and Ecology の所管となる。 
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 Federation of Municipalities of East Herzegovina に関して、他の地域には同じような

機関はないのではないか。詳しい事は良く把握していない。 
 
RS Ministry of Trade and Tourism 
概 要 
日時:  10 月 24 日（月）13:30 － 15:00 
場所:  RS Ministry of Trade and Tourism 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
宮原、川崎、下村 Ms. Jadranka Stojanovic, Assistant Minister 

 
 Strategy of Tourism Development of the Republic of Srpska 
 2、3 カ月前に承認された。ボスニア語はウェブサイトにアップロードされているかも

しれないが、英語版があるかは不明。 
 Strategy の中で Action Plan が示されている。しかし、Ministry of Finance がどの

計画に予算を付けてくれるかは現時点で分からない。 
 重点地域があるか、地域間の連携強化の必要性などに言及されているかなど、

Strategy の詳細は把握していない。 
 
Eco-Pliva 
概 要 
日時:  10 月 24 日（月）16:30 － 17:30 
場所:  Hotel Jaice 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
宮原、川崎 Ms. Mira Jovic 

 
 先行プロジェクト終了後の１カ月程は運営を行うことが大変だった。現在は、なんとか

なっている。 
 現在は、シポボ観光協会と協力して事業運営を行っている。ヤイツェからはあまり支援

を受けていない。 
 事務所は元のままで運営している。 
 イエゼロ、シポボとともに、ＥＵプロジェクトの Eco-zone プロジェクトに応募して

46,400 ユーロ（うち 17％はシポボの負担）を獲得した。 
 申請書等は、自分たちで作成して応募している。 
 Oxfam Italia とは民宿開発で協力関係がある。 
 
RS Ministry of Transport and Communications 
概 要 
日時:  10 月 25 日（火）10:00 － 11:00 
場所:  RS Ministry of Transport and Communications 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 Ms. Mira Sofilj, Advisor to the Minister 

Ms. Nataša Kostić, Assistant of Minister for Road 
Transport 
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Mr. Miodrag Blagojević, Senior Associate for EU 
Programs, Funds and Projects, Donations and 
International Agreements  
Mr. Marinko Biljanović, Assistant of Minister for Air 
and Water Traffic 

 
 Corridor Vc Project は両エンティティのプロジェクト。 
 Eastern Herzegovina 地域で、国道や高速道路の新規建設計画は現時点でない。 
 Trebinje、Bileca、Gacko 周辺の道路の地滑り対策工事の計画がある。現在は地滑りで

通行止めになる事がある。 
 Kribacao・Stolac 間の道路も Ministry の管轄であり、周辺の道路も含めて道路改修計画

がある。 
 
 
 
 
RS National Tourist Organization 
概 要 
日時:  10 月 25 日（火）13:00 － 14:00 
場所:  RS National Tourist Organization 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 Mr. Tihomir Ljubojević, General Manager 

Ms. Bojana Popović, Expert Associate 
 

 RS National Tourist Organization は Public Sector（FBiH Tourism Association も

Public Sector）。 
 主な活動は Entity レベルのプロモーションと関係機関間の調整。 
 スタッフは 13 名で、オフィスは Banja Luka のみ。 
 予算 
 Ministry、政府からの定期的な予算はない。 
 資金源は Accommodation Tax で、20%が Entity に、80%が Municipality の予算に

なる。 
 FBiH Tourism Association と異なり会員制ではなく、そのため会員費は資金源にな

っていない。 
 International Fairへの参加、Promotion Materialの作成などに対しては、Ministry

から支援を受けて活動している。 
 Eastern Herzegovina 地域の Tourist Organization は、Trebinje と Gacko の 2 つが既

に設立されている。Bileca は設立準備中だが、法的手続きなどは完了しており、年内に

は立ち上がる予定。 
 REDAH との連携は特にないが、情報共有はしている。 
 BiH Tourism Association は法的には存在するが、機能していない。 
 Gacko の北に位置する Sutjeska National Park は Foca のエリアになる（JICA のプロ

ジェクトで Foca も対象に含まれるのか？）。 
 Public Sector として、民間の投資を促進するために、Facilitator としての役割を果たし

ていく事が今後の課題。 
 観光セクターの関係機関（○：存在する、×：存在しない） 
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 BiH RS 

Entity Region Municipality

Tourism Association/ 

Tourist Organization 

○ ○ × ○ 

Travel Agency Association ○ ○ × × 

Hotel & Restaurant 
Association 

○ × × × 

Chamber of Commerce ○ ○ ○ × 

Scout Association ○ ○ × × 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Herzegovina-Neretva Canton 
Ministry of Trade, Tourism and Environment Protection  
概 要 
日時:  10 月 26 日（水）10:00 － 11:00 
場所:  Ministry of Trade, Tourism and Environment Protection 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 Ms. Semsa Bajrovic, Minister Assistant  

Mr. Zejnil Trešnjo, Minister Assistant, Department 
for Nature and Environment Protection 

 
 Tourism、Environment Protection、Inspection に対応している Ministry。 
 Ministry の職員は 35 名で、そのうち観光分野担当のスタッフは 2 名のみ、環境分野担

当は 7 名（観光分野担当は、Assistant Minister と Administrator/Technical Staff の 2
名）。 

 職員の新規雇用は難しいが、他の部・課から人を回すことは可能。 
 Herzegovina-Neretva Canton の Tourism Strategy は 2011 年夏に承認された。 
 Board Herzegovina-Neretva Canton は法的には政府機関ではなく、Ministry から

Tourism Board への予算、また人事交流などもない。しかし、Minister が Tourism 
Board Herzegovina-Neretva Canton の President も務めており、Tourism Board との

関係は強い。 
 City of Mostar や他の Municipality との定常的な連携はない。 
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 Konjic にある Lukomir（村の名前）は観光ポテンシャルが高い（Canyon of Rakitnica 
River）。 

 
Tourist Board Herzegovina-Neretva Canton 
概 要 
日時:  10 月 26 日（水）10:00 － 11:00 
場所:  Tourist Board Herzegovina-Neretva Canton 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 Mr. Ramiz Basic, Associate Tourism Expert 

 
 Tourist Board Herzegovina-Neretva Canton のスタッフは 18 名。 
 Head Office（Canton）：7 名 
 Mostar Branch：4 名 
 Konjic and Jablanica Branch：1 名（オフィスは Konjic） 
 Prozor Branch：1 名 
 Citluk and Medugorie Branch：2 名（Citluk と Medugorie に 1 名ずつ） 
 Capljina and Stolac Branch：1 名（オフィスは Capljina） 
 Neum and Ravnor Branch：2 名（Neum と Ravnor に 1 名ずつ） 

 Assembly と Council があり、それぞれメンバーは 2・3 名と 4 名。City/Municipality
や Chamber of Commerce の職員がメンバーになっている（市長はメンバーになってい

ない）。 
 City/Municipality は、Assembly や Council のメンバーとして参加している他、イベン

ト開催などで連携している。 
 Tourist Board Herzegovina-Neretva Canton の予算は年 1.2 million KM 程度で、宿泊

税と会員費が資金源。この中から各支部に配分している。その他、ドナーのプロジェク

トなど、プロジェクト・ベースの予算がある。 
 REDAH とは良い関係が築けている。 
 Eco Velez を再生させたい。 
 観光セクターの関係機関（○：存在する、×：存在しない） 
（*：State レベルなのか Entity レベルなのか曖昧で、確かな事は確認してみないと分からない。）

 BiH FBiH 

Entity Region Municipality 

Tourism Association/ 

Tourist Organization 

○ ○ ○ △ 

（Cantonの支部）

Travel Agency Association 
* 

○ × × × 

Hotel & Restaurant 
Association * 

○ ○ × × 

Chamber of Commerce ○ ○ ○ × 
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Eco Velez 
概 要 
日時:  10 月 26 日（水）14 :30 － 15:30 
場所:  Nevesine Municipality 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 Director 

 
 主に予算的な理由で、Action Plans が実施できなかった。 
 Ministry へのプロポーザル提出など活動はしているが、実質的には機能していない。 
 6 カ月前までは月に 1、2 度 Blagaj のオフィスに通っていたが、6 カ月前に Mostar 側か

ら来ている Administrator が辞めてしまった。それまでは、Blagaj までの交通費は

Nevesinje Municipality が支払っており、オフィスの運営維持費は City of Mostar が負

担していた。 
 Tourist Board Herzegovina-Neretva Canton とは打合せをしていた。 
 
REDAH 
概 要 
日時:  10 月 27 日（木）9:30 － 11:00 
場所:  REDAH 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 Mr. Ivan Jurilj, Director 

 
 REDAH は Board のコーディネーター、ファシリテーターとしての役割を果たしている。

Board のメンバー自身が Chair を務め、Board は彼ら自身が主導している。 
 現在 REDAH から観光セクターにかかわっているのは 6 名。 
 Regional Development Board 
 地域内の 1 City と 22 Municipalities の全てが Assembly のメンバーになっており、

そのうちの 9 City/MunicipalitiesがRegional Development Boardのメンバーになっ

ている。 
 メンバーは、地域、民族、業務、政治力などを考慮して Assembly によって決定され

る。任期は 4 年で、現在のメンバーは 2011 年 7 月から。 
 2 カ月に 1 回会合を開いている。 

 観光セクターの持続的な発展には、Local/Municipality レベルの活動が重要になる。 
 Tourism Board とは連携しているが、Tourism Board と City/Municipalities の連携は

上手く行っているとは言えない状況。Tourism Board はローカルレベルに下りて来ない

ので、市長達は不満を持っており、意思決定者に Tourism Board を含めたがらない。 
 現在の体制を構築する以前、2008 年に Tourism Coordination (Board)を設置して、各

Canton の Tourism Board と Eastern Herzegovina の協会で毎月会合を開いていたが、

皆バラバラで上手くいかなかった。Tourism Coordination (Board)は現在でも残ってい

るが、機能していない。そのため 2011 年に今の体制に変えた。 
 JICAのプロジェクトは、REDAHの既存のStructureを活用できると良いのではないか。

Regional Development Board や Tourism Development Board と同じような形の

Council を別途設置するのは、メンバー自体も同じようになるので非効率。 
 REDAH の Structure の下で、Herzegovina-Neretva Canton と Eastern Herzegovina

それぞれの地域の活動を JICA がサポートする、というやり方はどうか。 
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 レポート 
 Tourism Market Research and Analysis：未承認のため現時点では共有できない。 
 Tourism Value Chain Analysis：2012 年 1 月に完成予定。 
 Tourism Development Plan：Tourism Value Chain Analysis の完成後に作成。 

 
City of Mostar 
概 要 
日時:  10 月 27 日（木）12:00 － 13:00 
場所:  City of Mostar 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
下村 Ms. Admira Čustović, Tourism Advisor 

 
 観光セクターを担当している職員は 1 名だけだが、業務内容に応じて他の部署の職員と

協同しており、忙しい時なども手伝ってもらっている。 
 Ms. Čustovićは Tourism Board の Assembly メンバーで、半年に 1 回の会合に参加して

いる。Fair への参加などは Tourism Board と連携して活動しているが、日常的な協力関

係は強くない。 
 ドナーのプロジェクト、Festival の主催、プロモーション資料の作成など、市がかかわ

っているプロジェクト・活動にかかわる事が日常の業務。 
 Tourism Board と WG などを立ち上げて一緒に活動して行く事は問題ない。 
 
UNDP 
概 要 
日時:  10 月 28 日（金）10:00 － 11:00 
場所:  UNDP 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎、下村 
本 間 （ JICA Sarajevo 
Office） 

Mr. Armin Sirčo, Assistant Resident Representative

 
 Japan Fund で実施を希望していたプロジェクトのうち、1 つのコンポーネント（自転車

ルート整備）を実施予定で申請中。 
 Mostar に UNDP の Regional Office があり、Herzegovina 地域をカバー。 
 REDAH はローカル・パートナーの 1 つ。 
 現在実施中のプロジェクトは、3 カ月延長して 2012 年 3 月に完了予定。 
 
Ministry of Transport and Communications 
概 要 
日時:  10 月 28 日（金）14:00 － 15:00 
場所:  Ministry of Transport and Communications 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎、下村 Mr. Zoran Jelic, Expert Associate 

Ms. Snježana Ivković, Advisor for International 
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Collaboration 
Mr. Mensur Hodžić HODZIC 

 
 BiH の Transport Strategy は作成されているが、承認されていない。 
 Čaplijna – Trebinje – Nikšić (Montenegro)の鉄道建設計画 
 調査（Feasibility Study？）は完了していて、可能なら 2020 年までに整備したい。

 European Commission の CARDS Program で、BiH と Montenegro の Joint 
Project。 

 用途は貨物と旅客の両方。 
 クロアチア、モンテネグロ、ギリシャを結ぶ高速道路と Vc Corridor を連結させる計画

がある。 
 Pociteli から BiH を通ってモンテネグロに至る道路。 
 Feassibility Study の契約は済んでいる。 

 
USAID-SIDA FIRMA Project 
概 要 
日時:  10 月 28 日（金）15:30 － 16:30 
場所:  USAID 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎、下村 Ms. Snježana Derviškadić, Team Leader Tourism Sector 

 
 Regional Cooperation Conference for Sustainable Tourism Development 
 観光セクターの Platform を立ち上げた：年に 1 回開催して行く。 
 Regional Committee：3 カ月に 1 回開催して行く 
 クロアチアは進んでいるため、メンバーに含まれていない。 
 REDAH も参加した、 

 Cultural Tourism と Adventure Outdoor Tourism の 2 つを重点的に支援している。 
 Herzegovina地域でも活動しているが、Easter Herzegovinaではあまり活動していない。

 FIRMA は Sarajevo と Banja Luka にオフィスがあり、観光を担当しているのは 3 名。

 USAID は Flexible に活動できる。 
 C/P は行政ではなく、民間や Local Community。ただし、観光セクターは少し異なり、

Municipalities などに専門家を派遣する事も考えている。 
 Herzegovina で活動するうえで、REDAH がベストのパートナーではないか。Tourism 

Board 等よりも断然良く、戦略などがしっかりしている。唯一の課題はスタッフが少な

い事ではないか。USAID から REDAH への資金面での支援は大きくない。 
 Trebinje と Dubrovnik の関係は、Trebinje は開いているが、Dubrobnik が閉ざしてい

る状況。 
 
 
Dubrovnik Tourist Board 
概 要 
日時:  11 月 1 日（火）11:00 － 12:00 
場所:  Dobrovnik Tourist Board 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎 Ms. Maja Milovcic, Public Relations 
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 観光客数は 2011 年（9 月まで）に 60 万人以上となり、上昇傾向にある。 
 宿泊者の平均泊数は 4.5 泊と長い。火、土曜日のフランクフルトからの直行便の関係も

あるかもしれない。また、会議需要を積極的に受け入れていることも関係しているかも

しれない。 
 最近の傾向としては、近隣のスロバニアなどを除けば、仏、英の観光客が多い、日本人

も増加傾向にある。観光の興味としては歴史・文化である。ロシア、スカンジナビア諸

国も増えつつある。 
 Herzegovina との関係では、Mostar へのツアーは夏季では毎日。冬季では週３便が運行

されている。料金は 450KN（EUR61）である。Trebinje へのツアーはほとんどない。

 Herzegovina とは、定期的に会議を行っているが観光というよりは国境を越えた野火対

策が主な議題である。 
 組織的には、マーケティング、宣伝・広報、観光商品開発、統計の各部門がある。現在、

組織改革中である。 
 年間予算は 200 万ユーロほどである。収入源はツーリスト税（夏季７KN・泊、冬季

4.5KN・泊）、会費収入及び市補助である。BiH のツーリストボードの仕組みはクロア

チアの仕組みを下敷きにしており、ほとんど同じだと思う。 
 設置目的は、観光促進、観光商品開発、歴史・自然環境の保全、観光産業の調整、イベ

ント開発、観光統計、税徴収の基本となる統計管理、観光センターの運営、広報、観光

博への参加、観光に関連した都市開発への参加である。 
 クルーズ船については、2005 年の 32 隻寄港をピークに観光客集中を避ける意味もあり

控え気味である。ただし、来港の場合には停泊時間は 10 時間程あり、Mostar、Sarajevo
へのオプショナルツアー運行は可能である。有力な顧客となり得る。 

 EU 加盟に向けた、観光分野の基準や準備であるが、特にないと考える。 
 これに関連して、EU のホテルの星数は規模、設備などの基準は決められており、歴史の

あるホテルではサービスは５つ星でも EU 基準ではそれに見合う星が得られないので不

満そうであった。 
 ちなみに同氏は、日本での観光会議に参加したことがあり、日本に好意的である。面談

日は同国の祭日であったが、わざわざ事務所に出てきてくれた。 
 

【モンテネグロ：コトールについての情報】 
 2011 年現在までに 20 万人ほどの観光客があり、前年比 1 割５分ほどの伸びらしい。 
 最近、日本のテレビクルーが２週間ほど滞在し、その探訪番組は放映されたために日本

人観光客は増加中とのことである。 
 家族経営の小規模なホテルがほとんどで団体ツアーの受入の難しいことが問題とのこと

であった。 
 周辺のビーチリゾートとして有名なBudvaなどではロシア人観光客（ビーチリゾート客）

が多くなっており、また不動産購入なども活発となっている。(Budva 滞在のロシア人観

光客は Trebinje にも来はじめている。（Trebinje での情報）) 
 
 
Split Tourist Board 
概 要 
日時:  11 月 2 日（水）11:00 － 12:00 
場所:  Split Tourist Board 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎 Mr. Vedran Matosic, Managing Director 
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Ms. Alijana Vuksic, Tourist Information Center, Director 
 

 2011 年 1~9 月までの観光客数は 60 万人程で、内宿泊者数 23 万人程である。 
 平均宿泊は 3~3.5 泊である。 
 独、スペイン、仏観光客が多く、歴史・文化が主な興味対象である。 
 日本人観光客は本年 9 月までで 1 万人程である。 
 Herzegovina との関係では、Split は Medugorje の玄関となっており、アメリカなどの

各国のカトリック信者が当地から宗教観光の団体ツアーに出かける。最近では Split より

Medugorje の近くまで高速道路がつながったため、3 時間程で到着可能である。 
 上記の宗教ツアーは、ほとんどが発地国でのパッケージツアーであり、こちらでは詳細

は不明である。 
 昨年は 264 隻のクルーズは寄港した。5～6 時間程の滞在が多い。 
 おおむね４～11 月は繁忙期である。 
 出来る限り宿泊数を伸ばしたいため、博物館などが見放題の Split 3 Days Card の発売を

開始した。また、宿泊に貢献するコンベンションも誘致したい。 
 ボードの運営、資金源などは Dubrovnik とほぼ同じである。 
 
FORTUNA tours 
概 要 
日時:  11 月 4 日（木）9:00 － 10:00 
場所:  FORTUNA Tours 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎 Mr. Mili Bijavica, Managing Director 

 
 BiH における最大級の旅行オペレーターであり、ツアーは国内から近隣諸国までに及ぶ。

同氏は同社のオーナーであり創業者でもある。 
 具体的な数字は分からないが、ビジネスの感じとして Dubrovnik などと同様に、Mostar

も観光客が増えている。特に、イタリア、スペイン観光客あたりが増えているように思

える。Medugorje のカトリック宗教観光からの周遊と考えられる。 
 日本人観光客は大地震以降ではやや減少したように思える。日本人観光客はあまり季節

変動がないように思える。 
 スロベニア、クロアチア、セルビア、モンテネグロ、アルバニア、マケドニアを対象に

最長 22 日間までの各種ツアー商品を展開している。クロアチアとの連携では、Mostar
から Dubrovnik などを巡る７～８泊程度のツアーが一般的である。 

 
◆民間の立場から、以下の組織に対する個人的な意見を聞いた◆ 
【Tourist Board Herzegovina-Neretva Canton】 
 観光への専門性はほとんどなく、観光地全体のマネジメントをほとんど行っていない。

何をすべきかを知らないように思える。 
 会費を支払っているが、それに見合った見返りはない。例えば、同社では新しくホテル

を開業したが、観光協会発行の Mostar パンフレットは５年前のままのため、新しい施設

が地図上に紹介されていない。サポートがない。観光案内所も繁忙期のみで通年開業で

はない。 
 駐車、河川の美化、歩道への無秩序な商品陳列（土産店の）の指導など、観光地として

のアメニティを高める活動はいくつもあるが、これらへの取り組みもない。 
【REDAH】 
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 直接的な（ビジネスの）付き合いはほとんどない。（同氏は REDAH の Tourism Board
メンバーではある。） 

 専門家はそろっており、観光協会よりははるかに専門性の高い集団である。何を行うべ

きかも知っている。 
 民間にとっては、様々なビジョン・計画よりは、より実務的な、例えば中小企業への融

資や経営支援に関心が集まるが、これらの支援はあまりない。 
 前観光大臣時には予算が潤沢だったように思えるが、現大臣になってからは減額傾向に

あるようにみえる。 
 色々なプロジェクトを手掛け、資金を得るのはうまいように思える。 
 プロジェクトを請け負う仕事のやり方に慣れている。JICA 的なアプローチには理解を求

めることが必要かもしれない。 
 

阪急交通社（国内での観光動向調査） 

概 要 
日時:  10 月 12（水）11:00 － 12:00 
場所:  阪急交通社 
出席者（調査団） 出席者（相手側） 
川崎 本多宏樹（海外営業二課） 

 
面談主旨 
①ボスニア周辺の邦人ツアーの現状把握 
②当該地及び周辺の観光的な潜在性  
③新規商品の可能性 など 
 
【内 容】 
 ツアー参加者は、60 歳台、海外旅行を多く経験し、新たな行き先を探している人が多

い。 
 まだまだツアー先としては需要がある。 
 2008 年がツアーのピークで、東京だけで 7～8,000 人・年、全国の支店で開催した総計

では 2 万人・年ほどにはなると思う。（阪急のみ） 
 ツアールートとしては、８～９泊ではスロベニアから南下し、Split～Dubrovnik～

Mostar から北上して帰国のパターンとなる。 
 Mostar 宿泊のツアー商品もあるが、その場合には 10 泊程度の期間が必要となる。

Mostar 宿泊のツアーは、全クロアチア・ボスニアツアーの１割程度である。まだ、

Mostar にて適当なホテルを押さえていないことも要因である。 
 Dubrovnik～Mostar～Sarajevo をコースとするツアーもある。ただし、これも最低 10

泊程度の期間が必要となる。 
 ボスニアの観光組織は、クロアチアに比べると熱心さがそうとう低いように思う。逆に、

クロアチアがそうとう熱心とも言える。 
 このため Mostar、Sarajevo 以外のボスニア国内の観光地や観光資源の情報があまり入

ってこない。 
 今後については、８日間程度のブレット～プリトヴィッエ～Split～Dubrovnik～

Mostar～ザグレブといった定番に加えて、旅慣れた人たちへの周辺部を含めた商品も

開発したい。 
 現在、商品として考えているのは、セルビア～マケドニア～アルバニア～モンテネグロ
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～ボスニアを巡るツアーである。自然、文化を織り交ぜたツアーを模索中である。 
 大口送客の旅行社として、エコなどのテーマの偏った商品は作らない。あくまで、旅慣

れた一般客が楽しめる旅程・内容を考えている。その点では、南部バルカン（南

Herzegovina、モンテネグロ、アルバニア、モンテネグロ）は商品開発の余地はありそ

う。 
 ツアー的には、アドリア海沿いに比べて、ボスニア内陸部は交通時間のかかることがネ

ックでもある。 
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５．事業事前評価表 事業事前評価表(技術協力プロジェクト)

                                                              国際協力機構　経済基盤開発部

                                                            平和構築・都市・地域開発第二課

１．案件名

国名          ：ボスニア・ヘルツェゴビナ

案件名（和名）：ヘルツェゴビナ国際観光コリドー・環境保全プロジェクト

      （英名）：Project for Herzegovina International Tourism Corridor Development and E

                nvironmental Conservation

２．事業の背景と必要性

（１）当該国における観光セクター／南ヘルツェゴビナ地域の現状と課題 

 ボスニア・ヘルツェゴビナ国は、サラエボやモスタルの歴史的街並み、地方部の山や湖、川の自

然風景の他、スパ・リゾートやエコツーリズム、農村滞在型観光、アウトドア・スポーツ等、多種

多様な観光資源を持っており、観光客数、収入ともに増加傾向にある。特に、隣国クロアチア等ア

ドリア海沿いには相当数の観光客が来訪しており、地理的に近接する南ヘルツェゴビナ地域には、

更なる観光客増が期待されている。しかし、同国では、紛争の影響により観光産業が低迷した時期

が長かったため、現在も国家レベルでの観光産業振興の取り組み体制が十分に構築されていない状

況である。主な課題としては、①観光商品やプロモーション等のマーケティング能力の欠如、②観

光地・地域間の連携とそれを支える行政能力の不足、③観光振興に必要なインフラ、統計データ等

の不足等が挙げられ、本プロジェクトは、こうした取り組みを実施するための体制構築を支援する

ものである。 

 

（２）当該国における観光セクターの開発政策と本事業の位置づけ 

 ボスニア・ヘルツェゴビナ国の上位開発計画として2004 年に策定された中期開発戦略(Mid-termD

evelopment Strategy：MTDS)は、2006年の改訂作業を経て、マクロ経済の安定、EU加盟等を目標に

掲げた。MTDS の後継戦略として策定中の国家開発戦略(Country Development Strategy：CDS)は未

完成だが、MTDSを踏襲した内容となると見られている。観光産業は国家の重点産業として位置づけ

られており、観光関連の税制の見直し、中小企業支援、自然・文化遺産の保護、人材育成等が重 

視されている。 ボスニア・ヘルツェゴビナ国は、1995年12月に署名されたデイトン合意に基づき

国家の下に存在する準国家的な統治機構として、ボスニア･ヘルツェゴビナ連邦（FBiH）、スルプ

スカ共和国（RS）という二つの構成体（エンティティ）に分かれており、具体的な観光振興戦略は

各エンティティ政府が策定することとなっている。FBiH環境・観光省策定の「ヘルツェゴビナ観光

戦略 2008-2018」、RS 国土計画建設環境省策定の「スルプスカ観光開発戦略 2011-2020」では、

ともに自治体を中心とした観光振興、地域間連携の重要性が示れ、本プロジェクトの支援内容と合

致していると言える。

（３）観光セクターに対する我が国及びJICAの援助方針と実績 

 我が国は、ボスニア・ヘルツェゴビナ国に対し、①平和の定着・民族の和解、②民間セクター開

発、③環境保全の3分野を重点とした支援を行っている。観光分野では、紛争で対立した民族間で

協力して地域の再生に臨むべく、2003年～2006年に「エコツーリズムと持続可能な地域づくりのた

めの開発計画調査」を実施し、2007年～2009年には同計画の推進を支援する技術協力「エコツーリ

／  1   6



－132－

２．事業の背景と必要性（続き）

ズムを中心とした持続可能な地域振興プロジェクト」を実施した。

（４）他の援助機関の対応

 ボスニア・ヘルツェゴビナ国における観光セクターでは、EU、米国開発庁（USAID）、ドイツ国際

開発公社（GIZ）を中心とし、複数の支援が行われている。実施中の主なプロジェクトは以下の通

り。 

○EU：EU加盟に向け、2つのエンティティ及びブルチコ行政区における観光産業の包括的な技術協

力（国家レベルの観光開発戦略、観光関連分野の法的・制度的枠組み強化、マーケティング戦略、

人材育成・研修の実施）を展開中。 

○USAID／SIDA：EU加盟の経済基準である「市場経済が機能しておりEU域内での競争力と市場力に

対応するだけの能力」を強化するため、観光・木材加工・軽工業／金属加工の3分野（「BiH」国GD

Pの40％を占める）における能力開発を実施中。 

○GIZ：青少年団体等のユースツーリズムのネットワークサービスを構築し、海外での就業者数が

増加する「BiH国」の若者が、国内観光セクターでの就業機会を増やす活動の支援を実施中。

３．事業概要

（１）事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む）

 本プロジェクトは、南ヘルツェゴビナ地域において、同地域内の観光拠点と近隣国の観光拠点を

つなぐ「国際観光コリドー」形成に向けた観光振興アクションプランの策定、及び同プランの推進

体制の構築等行うことにより、持続可能な観光振興の取り組み体制の確立をはかり、もって同地域

の観光収入の増大、雇用機会の創出に寄与するものである。

（２）プロジェクトサイト／対象地域名

南ヘルツェゴビナ地域

（３）本事業の受益者（ターゲットグループ）

・南ヘルツェゴビナ地域の観光振興に関与する自治体等職員 

・南ヘルツェゴビナ地域の観光業従事者（観光協会、NGO、民間業者等）

（４）事業スケジュール（協力期間）       2012年 7月  ～  2015年 6月  (計36ヶ月)

（５）総事業費（日本側）                                  3.0(億円)

（６）相手国側実施機関

貿易経済関係省（BiH）,環境･観光省(FBiH),貿易･観光省(RS),南ヘルツェゴビナ地域の自治体

（７）投入（インプット）

１）日本側 

・専門家派遣：チーフアドバイザー、観光開発計画、組織体制分析、観光マーケット・プロモー

ション戦略、プロジェクト計画、プロジェクト管理、業務調整等 

・カウンターパート本邦研修 

・機材供与： 活動用車輌、パイロット事業実施に必要な資機材、事務機器

／  2   6
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（７）投入（インプット）（続き）

２）ボスニア・ヘルツェゴビナ側 

・カウンターパート配置 

・パイロット事業にかかる運営維持管理費

（８）環境社会配慮・貧困削減・社会開発

１）環境社会配慮／用地取得・住民移転

①カテゴリ分類：C

②カテゴリ分類の根拠

本プロジェクトによる環境への影響等はない。

２）ジェンダー・平等推進／平和構築・貧困削減

 一般的に観光産業自体が他産業に比べて女性や若年層に対して雇用や所得をより多く創出する

産業とされている。本プロジェクトにおいて策定されるアクションプランの検討にあたっては、

必要に応じ、ジェンダー情報を収集し、観光開発による裨益が男女双方に適切にもたらされる工

夫や、ジェンダー視点からの負の影響を検証し、計画に反映させる。

３）その他

.

（９）関連する援助活動

１）我が国の援助活動

 官民連携の実施枠組みの構築については、ボスニア・ヘルツェゴビナ国にて先行して実施され

た「エコツーリズムと持続可能な地域づくりのための開発計画調査」（2003年～2006年）、技術

協力「エコツーリズムを中心とした持続可能な地域振興プロジェクト」（2007年～2009年）で得

た知見を活用する。

２）他ドナー等の援助活動

.

４．協力の枠組み

（１）協力概要

１）上位目標

「国際観光コリドー」の確立を通じ、南ヘルツェゴビナ地域の観光収入の増大、雇用機会の創出

が図られる。

指標：

南ヘルツェゴビナ地域における観光産業の雇用数・観光収入

２）プロジェクト目標

 「国際観光コリドー」の形成に向け、南ヘルツェゴビナ地域において、官民連携の持続可能な

観光振興の取り組み体制が確立される。

／  3   6



－134－

指標：

指標1： 南ヘルツェゴビナ地域における観光産業に参画する団体・組織数 

指標2： 南ヘルツェゴビナ地域における官民ステークホルダーによる観光振興関連活動の種類及

び実施回数 

指標3： 南ヘルツェゴビナ地域における観光振興にかかる官民連携組織の活動・運営状況

３）成果及び活動

成果：

成果１： 国際観光コリドー形成のための南ヘルツェゴビナ地域の観光振興のアクションプラン

が策定される。 

成果２： アクションプランの実施マニュアルが作成され官民連携による観光振興の実施・モニ

タリング体制が構築される。 

成果３： アクションプランの実施に必要な観光振興にかかる官民ステークホルダーの活動能力

が向上する。

指標：

指標1-1. 観光振興アクションプランの周知活動の回数 

指標1-2. 関係機関による観光振興アクションプランの認知度 

指標2-1. 実施マニュアルに基づく観光関連活動数 

指標2-2. 観光分野の各種会議等の実施回数 

指標2-3. 観光関連活動に基づき整理された課題の内容及び観光振興アクションプランへの反映

内容 

指標3-1. 観光分野におけるワークショップの実施回数 

指標3-2. 観光分野の研修コース数及び研修実施回数 

指標3-3. 観光分野の研修への参加人数 

指標3-4. 観光振興アクションプランの理解度

活動：

活動1-1. 南ヘルツェゴビナ地域の社会経済状況、観光産業、関連組織の現状把握、分析を行い

地域の観光振興における問題点、課題を関係者間で共有する。 

活動1-2. 「国際観光コリドー」のルートの特定、及び同構築に向けた南ヘルツェゴビナ地域の

観光振興の在り方を検討し、関係者間で共有する。 

活動1-3. 「国際観光コリドー」の構築に向けた南ヘルツェゴビナ地域の観光振興アクションプ

ラン（案）を策定する。 

活動1-4. 成果2の各種活動を通じ、アクションプランを最終化する。 

 

活動2-1. 活動1-3で策定されたアクションプラン（案）に基づいたパイロットプロジェクトの実

施計画を策定する。 

活動2-2. パイロットプロジェクトの実施・モニタリング体制を検討する。 

活動2-3. 活動2-1の実施計画に基づいてパイロットプロジェクトを実施 

活動2-4. パイロットプロジェクトのモニタリング、レビューを行う。 

活動2-5. アクションプランの実施マニュアルを作成する。 

活動2-6. アクションプランの実施・モニタリング体制を最終化する。 

／  4   6
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活動：（続き）

 

活動3-1. パイロットプロジェクト実施に必要な技術・知識を整理する 

活動3-2. アクションプランを実施する関係機関の能力強化計画、実施体制を検討する。（シラ

バスの作成、研修教材の作成、研修旅行計画の作成） 

活動3-3. パイロットプロジェクトを通じたOJTを実施する。 

活動3-4. 活動3-2に基づきワークショップ、セミナー、研修（本邦研修含む）を実施する。

４）プロジェクト実施上の留意点

・本プロジェクトは、２つの異なる行政体系を有するエンティティを対象とし、共同して地域単

位の観光振興を図ることを目的としている。開始当初はエンティティ別に活動を行うことを想定

するが、プロジェクトの終盤では、地域一体となって観光振興を行う体制を構築することを目指

す必要がある。 

・本プロジェクトの具体的なプロジェクト対象都市、関係者の特定、各指標の基準値･目標値は

プロジェクト開始後のベースライン調査及びアクションプランの策定過程において最終確定する

予定。

（２）その他インパクト

.

５．前提条件・外部条件 (リスク・コントロール)

  （１）事業実施のための前提 

  ・カウンターパート人員が適切に配置される。 

  ・プロジェクト実施に必要な予算（相手国負担分）が確保される。 

  ・プロジェクト実施が主要なステークホルダーに理解される。 

   

  （２）成果達成のための外部条件 

  ・ 本プロジェクトで技術移転されるカウンターパート人員が継続してプロジェクトに従事する。

   

  （３）プロジェクト目標達成のための外部条件 

  ・ 観光開発にかかる国家/エンティティの政策の大幅な変更が行われない。 

   

  （４）上位目標達成のための外部条件 

  ・観光業に長期に亘って打撃を与える景気後退、政治不安、自然災害などが起こらない。

６．評価結果

   本事業は、ボスニア・ヘルツェゴビナ国の開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致

  しており、また計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。

７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用

   先行して実施された「エコツーリズムを中心とした持続可能な地域振興プロジェクト」では、プ

  ロジェクトを通じて構築された組織・仕組みの、特に財務面ならびに人的な自立発展性を確保する

  ためには、関係自治体ならびにエンティティ政府の関係省庁による資金的、物理的、人的支援の提
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７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用（続き）

  供が重要であるとしている。本プロジェクトでは、開始当初から関係自治体の役割を明確化させ、

  主体的に活動に参画する工夫を施すこととする。

８．今後の評価計画

（１）今後の評価に用いる主な指標

４（１）のとおり。

（２）今後の評価計画

事業開始6ヶ月以内    ベースライン調査 

事業中間時点         中間レビュー 

事業終了6ヶ月前      終了時評価 

事業終了3年後        事後評価

注釈

／  6   6



－137－

６．収集資料リスト

 
番号 資 料 の 名 称 形態 種類 発行機関 

1 Tourism Development Strategy in 
the Federation of Bosnia and 
Herzegovina for the period from 
2008 – 2018 (Draft, English) 

電子ファイル 収集資料 Federal Ministry of Environment 
and Tourism 
 

2 Tourism Development Strategy of 
the Republic of Srpska for the 
Period 2011 – 2020 (Bosnian) 

電子ファイル 収集資料 RS Ministry of Trade and Tourism

3 RS Tourism Law (Bosnian) 電子ファイル 収集資料 Republic Srpska 
4 Basis for Tourism Development 

Strategy Herzegovina-Neretva 
Canton 2011 – 2021 (Bosnian) 

電子ファイル 収集資料 Herzegovina-Neretva Canton  
Ministry of Trade, Tourism and 
Environment Protection 

5 Development Strategy of 
Municipality Trebinje 2009-2017
(English) 

電子ファイル 収集資料 Municipality Trebinje 

6 REDAH’s Presenattion Slides 
(Tourism Development in 
Herzegovina, English) 

電子ファイル 収集資料 REDAH 

7 Report on the gastronomic Offer in
Herzegovina (Bosnian) 

電子ファイル 収集資料 REDAH 

8 Round Table Conclusion 
“Herzegovina as a Brand” (Bosnian)

電子ファイル 収集資料 REDAH 

9 FBiH Statistical Yearbook 2010 
(English) 

電子ファイル 収集資料 FBiH Federal Office of Statistics 

10 RS Statistic Yearbook 2010 
(English) 

電子ファイル 収集資料 RS Institute of Statistics 

11 
 

Statistical Yearbook of the Republic 
of Croatia 2010 (English) 

電子ファイル 収集資料 Croatian Bureau of Statistics 
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